
一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会 

プライマリ・ケア看護学ワークショップ  

開催と募集のお知らせ 
 

本研修は、日本プライマリ・ケア連合学会で企画しており、どの領域の看護職の方でもご参加いただ

ける研修です。日本プライマリ・ケア連合学会認定プライマリ・ケア看護師の認定取得をお考えの方に

は、認定取得の要件として必要な研修内容になりますので、是非とも受講ください（別紙参照）。教科

書としている「プライマリ・ケア看護学（基礎編）」（南山堂）を基礎に、学習内容を深めます。 

今回は基礎（必須領域編）コース・応用（選択領域編）コースを開講いたします。基礎か応用のいず

れかご希望のコースにお申込みくださいませ。 

◆2日間を使って以下のテーマを深める◆ 

〈基礎〉・家族志向のケア 

・慢性疾患管理 慢性心不全 

・トリアージ 臨床推論 

・事例の書き方 （事例：慢性疾患管理） 

〈応用〉・在宅ケア：難病看護  

    ・フィジカルアセスメント・臨床推論     

・小児ケア 

開催概要 
■日時：2024年 5月 18日（土）13:00開場、13:30開始 ～ 16:30 閉会 

2024年 5月 19日（日） 9:00開場、 9:30開始 ～ 16:30 閉会 

■テーマ： 

〈基礎〉5月 18日 

13:30-16:30    テーマ：慢性疾患管理 慢性心不全 講義と事例展開（演習） 

                    フィジカルアセスメント・行動変容アプローチ 

講 師：水川真理子（神戸市看護大学 慢性疾患看護専門看護師） 

〈基礎〉5月 19日  

9:30-12:30     テーマ：家族志向のケア 講義と事例展開（演習） 

                   講 師：児玉久仁子（家族看護実践センター 家族支援専門看護師） 

13:30-15:30    テーマ：トリアージ 臨床推論 講義・演習 

フィジカルアセスメント  

    講 師：後藤智美（東京ほくと医療生活協同組合 生協浮間診療所  

診療看護師） 



15:30-16:30    テーマ： 事例の書き方 （事例：慢性疾患管理）講義 

講 師: 水川真理子（同上） 

 

〈応用〉5月 18日 

13:30-16:30     テーマ：フィジカルアセスメント・臨床推論 講義・演習 

         講 師：高橋淳 (診療看護師) 

                 

〈応用〉5月 19日  

9:30-12:30      テーマ：在宅ケア 神経難病患者への看護 講義・演習 

         講 師：中山優季  

（東京都医学総合研究所 社会健康医学研究センター） 

    13:30-16:30     テーマ：小児ケア 講義・演習 

講 師: 北村由紀子 （東京都立小児総合医療センター 

小児看護専門看護師） 

                

■場所：ビジョンセンター品川（〒108-0074 東京都港区高輪 4-10-8京急第 7ビル 2F,3F 

 アクセス JR各線・京急本線「品川駅（高輪口）」徒歩 3分 
 

■定員：各 50名 先着順  

 

■対象：看護師、准看護師、保健師、助産師、医師、その他医療保健福祉に従事する多職種 

 

■申込み：申込フォームよりお申込みください。 

・お申し込みを頂いた後、受付確認メールを事務局よりお送り致しますが 

届かない場合は下記までご連絡ください。 

【お問い合わせ先】日本プライマリ・ケア連合学会 担当係 

メール：jpca@a-youme.jp  

TEL：06-6449-7760 FAX：06-6441-2055 

   ・受付確認メールで参加費振込先口座をご連絡致します。 

 

■参加申込期間：2024年 3月 1日（金）～2024年 4月 30日（火）午後 5時 

※定員に達し次第締め切りとさせて頂きます。 

 

■入金締切日：2024年 4月 30日（火） 

※期日までにご入金がない場合は自動的にキャンセルとさせて頂きます。 



  また入金後にキャンセルされた場合の参加費の払い戻しは致しませんのでご了承ください。 

  （キャンセルされる場合は事務局にメールで御連絡下さい） 

    ご不明な点がございましたら、事務局までお問い合わせ下さい。 

 

■参加費：【会 員】10,000円  

【非会員】12,000円 

 

■昼食（5月 1９日）：ご自身でご持参ください。建物内に売店や食堂はありませんが、会場にて飲

食可能です。徒歩圏内にコンビニエンスストアや飲食店が数件ありますのでご利用ください。 

  ■服装：白衣・スーツの着用は不要です。普段の服装でお越しください。 

  ■持ち物：プライマリ・ケア看護学（南山堂）教科書、聴診器、筆記用具 

 

  



（別紙） 

本研修は、以下のアンダーラインの研修に該当します。 

 

＜日本プライマリ・ケア連合学会認定プライマリ・ケア看護師要綱（抜粋）＞ 

第 2条 

1. プライマリ・ケアについて，所定の研修を受け，その知識，技能及び態度が，学会の目標とする資

質に到達していることを認定する． 

2. プライマリ・ケアを志す看護師等に，研修到達目標とそれに到達するための研修プログラムを提供

する． 

（認定申請資格） 

第 5条  

1．プライマリ・ケア看護師を申請しようとする者は，本学会の会員であり， 第 6 条第 2 項の方式で

必要な時間数の研修を修了した者で，認定委員会が定める方法において，認定委員会が認める成績を修

めていること 

（研修内容） 

第 6条  

1．修得時間数と修得期間 プライマリ・ケア看護師の新規申請について，認定に必要な修得時間は次

の 2 項 1) 本会が主催するプライマリ・ケア看護実践セミナー（e-ラーニング 27 時間）と 2) 本会

が主催する医療研修セミナーなどを 9 時間以上とする．新規申請については臨床経験を 4 年以上の者

（3年を経過した者）とする．更新申請については研修期間を 5 年間とし，認定期間満了前に更新申

請をするものとする． 

2．研修の場所 

新規申請では以下の 1) と 2) の 2 つの場での研修を認定する．更新申請では，2),3) 又は 4) への

参加を認定する．時間の詳細と参加回数については細則に定める. 

1) 本会が主催するプライマリ・ケア看護師実践セミナー（e-ラーニング） 

2) 本会が主催する医療研修セミナーなど 

3) 本会が主催する学術学会 

4) 本会の地方会，支部会での講演や研修など 

3．研修の内容 

研修のカリキュラムは，認定の原則に従って認定委員会が定める． 

4．受講証明あるいは研修時間 

第 6   条 2  の １) と 2) の研修受講に対しては本会の受講証明あるいは研修時間を付与する．  

加えて，5 年間の研修期間の間に，第 6  条 2  の 3）学術集会に 1 回もしくは 4) の講演や 研修

に 2 回は参加するものとする．研修受講に関しては，それぞれの認定委員会が発行する受講証明を用

いる. 


